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Snow cover is one of the influences of climatic change such as global warming. Snow change influences 
on the other environmental conditions and climatic feedback systems.  Snow survey over northern Alaska has 
been carried out since 2004. Transect data of snow conditions shows variations of snow in boreal forest, 
mountains and tundra. In order to expand snow data to the large area, we attempted to develop new snow 














雪観測の結果を紹介し, さらに衛星観測手法改良の試みについて報告する.  
２．アラスカ縦断観測地点と取得データ 
アラスカ北部には北方森林帯, ブルックス山脈, ツンドラが分布し, 地形, 植生, 気候のコントラ






アラスカ北部には北方森林帯, 山脈, ツンドラがあるが, 積雪は森林域では多く１ｍ程度, ノース
スロープのツンドラ域では少なく１０ｃｍ程度のことが多い. 冬期の気温はー40℃以下になり積雪中
の大きな温度勾配のためにしもざらめが卓越し, 粒径も数 mm 程度に発達する. 積雪の密度は小さく





り森林からのマイクロ波放射観測を行なった.   
















および結果.2005-2009 年の積雪深観測記録.  
フェアバンクスより北極海に至るダルトン
ハイウェイ沿いに 20 点以上の観測点を設置
し、森林、山脈、ツンドラの積雪情報を収集
した。 
 
